











(Study of VHE gamma-raγs from Marl<arian 501 with the 7 Elements 
T elescope Array) 








































この 7素子宇宙線望遠鏡を用いて. 1997{干;の3月から 8月までの6ヵ月間，約140時間にわたって，活動
銀河Markarian501からの超高エネルギーガンマ線フレアを詳細に観測することが出来た。その結果，パッ
クグラウンドから30σを越える高エネルギーガンマ線信号の検出に成功した。そのエネルギースペクトル
を詳細に調べた結果，その形状は一つのベキ関数ではなく.4TeV付近から折れ曲がりがあることを発見し
た。発生源でのガンマ線のエネルギースベクトルは. 10TcVまで'ーつのベキ関数E-211に比例し， そして.
地球への伝搬恥銀河間背崇赤外線によって吸収される。この結果として， この折れ曲がりを説明できる
ことを示した。今回のMarkarian501からの超高エネルギーガンマ線フレ7の観測は，銀河間背景赤外線の
存在を示している最初の結果であるo
以上のように，本論文は7素子宇宙線望遠鏡によるMarkarian501からの超高エネルギーガンマ線を観測
し，その起源を研究したものであり，宇宙物理学に大きな寄うをなすものと考えられる。よって.博士
(理学)の学位を授与するに値するものと審査した。
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